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広報きたしおばら ②

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
し
い
年
、
平
成
十
五
年
が
、
北
塩
原

村
に
と
り
ま
し
て
輝
か
し
い
躍
進
の
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
、
全
村
民
及
び
村

外
で
ご
活
躍
の
皆
様
方
が
、
ご
健
康
で
ご

多
幸
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
心
を
込
め
て

年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
村
政
に
深
い
ご

理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
世
界

で
は
、
爆
弾
テ
ロ
事
件
、
核
の
問
題
な

ど
、
波
乱
含
み
の
情
勢
で
あ
り
ま
し
た
。

国
内
で
は
、
北
朝
鮮
拉
致
被
害
者
の
帰

国
、
か
つ
て
な
い
相
次
ぐ
企
業
倒
産
な
ど

に
よ
り
、
雇
用
が
不
安
定
な
状
況
に
あ

り
、
経
済
は
回
復
の
兆
し
が
み
え
ず
、
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
に
お
い
て
は
、
地
方
の
切
捨

て
な
ど
が
あ
り
、
今
地
方
は
、
真
に
正
念

場
に
立
た
さ
れ
て
い
る
状
況
下
に
あ
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
の

中
で
、
本
村
に
お
い
て
は
、
村
第
二
次
総

合
振
興
計
画
の
最
終
年
度
と
し
て
、
健
全

財
政
を
維
持
し
な
が
ら
着
実
に
事
業
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

四
月
に
は
、
平
成
十
二
年
に
臨
時
火
山

情
報
が
出
て
お
り
ま
し
た
磐
梯
山
に
、
実

質
上
の
安
全
宣
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

五
月
に
は
、
東
京
を
は
じ
め
関
東
方
面

で
観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に
よ
る
誘
客
宣
伝

活
動
を
実
施
し
、
約
三
百
人
で
観
光
地
裏

磐
梯
を
ピ
ー
ア
ー
ル
し
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど

に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

続
く
七
月
に
は
、
福
島
県
、
猪
苗
代
町

と
の
合
同
に
よ
る
「
磐
梯
山
火
山
防
災
訓

練
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

村
で
は
初
め
て
の
火
山
防
災
訓
練
で
し

た
が
、
裏
磐
梯
さ
ら
に
は
磐
梯
山
の
安
全

を
充
分
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
か
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

十
月
に
は
敬
宮
愛
子
様
の
ご
誕
生
を
お

祝
い
し
て
の
「
二
〇
〇
一
桜
植
樹
フ
ェ
ス

タ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

桜
オ
ー
ナ
ー
を
募
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

大
変
好
評
で
、
締
め
切
り
日
を
待
た
ず
予

定
数
に
達
し
、
全
国
各
地
か
ら
の
オ
ー
ナ

ー
の
方
々
が
桜
峠
に
二
〇
〇
一
本
の
オ
オ

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
植
樹
し
ま
し
た
。
今
後
、

日
本
有
数
の
桜
の
名
所
と
な
る
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
大
塩
地
区
の
公
共
下
水
道

施
設
が
完
成
し
、
供
用
を
開
始
し
ま
し

た
。
こ
れ
で
「
全
村
下
水
道
化
計
画
」
も

当
初
計
画
よ
り
三
年
早
く
実
現
し
ま
し

た
。
ま
た
、
保
健
セ
ン
タ
ー
も
オ
ー
プ
ン

い
た
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
中
学
生
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
タ
ウ
ポ
市
ツ
ラ
ン
ギ
地
区
へ
の
派
遣
、

タ
ウ
ポ
市
長
一
行
の
来
村
に
よ
る
交
流
な

ど
国
際
交
流
を
深
め
る
と
共
に
、
新
た
に

小
学
生
の
国
内
交
流
事
業
と
し
て
、
沖
縄

県
の
東
村
と
の
交
流
を
実
施
し
ま
し
た
。

お
互
い
に
国
内
で
も
ま
っ
た
く
違
っ
た
文

化
や
気
候
に
ふ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
経

験
と
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
新
し
い
試
み
や
、
各
種

事
業
を
計
画
ど
お
り
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
村
民
の
皆
様

の
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
り
、

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
輝
か
し
い
２
０
０
３
年
が
幕
を

開
け
ま
し
た
。

今
年
は
、
市
町
村
合
併
な
ど
地
方
を
取

り
巻
く
大
き
な
問
題
が
あ
り
、
厳
し
さ
を

感
じ
ま
す
が
自
然
と
の
共
存
・
共
生
を
基

本
理
念
と
し
な
が
ら
、
村
民
の
く
ら
し
を

重
視
し
、
村
第
三
次
総
合
振
興
計
画
の
初

年
度
と
し
て
、
今
ま
で
整
備
を
致
し
ま
し

た
施
設
が
村
民
生
活
に
結
び
つ
き
、
所
得

向
上
が
図
れ
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
生
活
水
準
の
向
上
に
焦
点
を
当

て
、
地
域
に
あ
っ
た
創
造
性
豊
か
な
活
力

あ
る
村
を
村
民
の
皆
様
と
一
緒
に
築
い
て

い
く
た
め
、
一
層
の
行
財
政
改
革
を
図
り

な
が
ら
計
画
的
に
事
業
を
実
施
し
て
参
り

ま
す
。

平
成
十
五
年
に
は
経
済
効
果
が
上
が
る

よ
う
に
次
の
こ
と
を
重
点
的
に
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

村長　高橋　　伝



③ 広報きたしおばら

本
村
の
二
大
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
農

業
と
観
光
の
結
び
つ
き
を
強
化
し
、
村
民

所
得
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
道
の
駅
の
増

設
、
旧
ロ
イ
ヤ
ル
プ
ラ
ザ
改
修
に
よ
る
裏

磐
梯
自
然
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
業
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
農
業
所
得
向
上
の

た
め
、
水
田
農
業
経
営
の
確
立
を
図
り
な

が
ら
、
観
光
に
結
び
付
け
た
農
産
物
の
生

産
及
び
販
売
を
拡
大
し
ま
す
。

ま
た
、
北
山
地
区
農
業
用
排
水
路
や
農

道
の
整
備
な
ど
基
盤
整
備
を
推
進
す
る
ほ

か
、
地
域
に
あ
っ
た
新
規
作
物
の
導
入
な

ど
特
色
あ
る
農
業
の
推
進
と
中
核
農
家
の

育
成
に
も
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
は
敬
宮
愛
子
様
御
誕
生
記
念
石

碑
建
立
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
二
千
一
本
の

桜
を
大
切
に
守
る
た
め
の
良
好
な
管
理
、

裏
磐
梯
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン

な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

合
併
浄
化
槽
区
域
の
特
定
環
境
保
全
下

水
道
へ
の
編
入
に
よ
る
整
備
を
進
め
て
参

り
ま
す
。

桧
原
湖
一
周
の
た
め
の
会
津
若
松
・
裏

磐
梯
線
の
整
備
促
進
を
さ
ら
に
進
め
る
と

と
も
に
、
村
道
剣
ヶ
峯
・
狐
鷹
森
線
及
び

北
山
・
大
塩
線
並
び
に
大
塩
・
桧
原
線
の

整
備
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
生
活
路
線
バ
ス
と
し
て
、

五
色
沼
・
喜
多
方
駅
間
の
運
行
を
開
始

し
、
村
内
全
体
の
利
便
性
の
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
裏
磐
梯
に
診
療
所
、
総
合
庁
舎

を
建
設
し
、
公
官
庁
施
設
の
整
備
を
し
ま

す
。全

村
幼
稚
園
化
移
行
計
画
に
基
づ
き
、

大
塩
幼
稚
園
を
新
築
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
情
報
教
育
の

推
進
、
さ
ら
に
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

と
の
国
際
交
流
、
沖
縄
県
東
村
と
の
国
内

交
流
、
い
わ
き
市
、
広
野
町
と
の
県
内
交

流
な
ど
を
推
進
し
、
次
代
を
担
う
心
豊
か

な
人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。

村
民
の
皆
様
が
、
常
に
健
や
か
に
生
活

で
き
る
よ
う
に
、
グ
ッ
ド
・
ヘ
ル
ス
プ
ラ

ン
に
基
づ
き
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
地

域
保
健
推
進
特
別
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
医
療
・
福
祉
・
健
康
連
携
に
よ

る
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
推
進
、
さ
ら
に
は
、

万
が
一
の
場
合
の
、
共
同
介
護
施
設
の
整

備
の
支
援
を
行
な
い
ま
す
。

北
塩
原
村
第
三
次
総
合
振
興
計
画
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
と
と
も
に
、
国
の
施
策
で

あ
り
ま
す
合
併
特
例
法
に
よ
る
合
併
問
題

に
も
答
え
を
出
し
て
い
き
ま
す
。

以
上
、
今
年
の
村
政
運
営
に
あ
た
っ
て

の
所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

村
民
の
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
、
ご
理

解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
０
３
年
が
、
村
民
の
皆
様
に
と
り

ま
し
て
、
良
い
お
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私
の
年
頭
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
十
五
年
一
月
六
日

北
塩
原
村
長

高
橋

伝

【
村
民
所
得
の
向
上
の
た
め
に
】

【
快
適
な
生
活
環
境
を

提
供
す
る
た
め
に
】

【
生
活
利
便
の
向
上
と

安
全
確
保
の
た
め
に
】

【
村
づ
く
り
の
基
本
は

人
づ
く
り
か
ら
】

【
健
康
と
福
祉
の充

実
の
た
め
に
】

【
こ
れ
か
ら
の
村
づ
く
り
を

確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
に
】



平
成
15
年
４
月
１
日
か
ら
新

し
い
定
期
路
線
バ
ス
「
五
色
沼

入
口
〜
喜
多
方
駅
間
」
が
運
行

開
始
と
な
り
ま
す
。

バ
ス
は
約
60
分
で
こ
の
区
間

を
運
行
し
ま
す
の
で
通
勤
、
通

学
、
通
院
、
買
物
等
、
地
域
住

民
の
み
な
さ
ん
の
利
便
性
の
向

上
が
図
ら
れ
ま
す
。

始
発
の
バ
ス
で
五
色
沼
入
口

を
出
発
す
る
と
７
時
ま
で
喜
多

方
駅
に
到
着
し
ま
す
の
で
会
津

若
松
へ
の
通
勤
、
通
学
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
で
こ
の
路
線
バ
ス

の
ご
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

広報きたしおばら ④

小野川湖 

秋元湖 

五色沼 

桧
原
湖 

Ｊ Ｒ
喜 多 方 駅
7：05
8：35
10：40
14：20
16：40
18：43

7：11
8：41
10：46
14：26
16：46
18：49

7：19
8：49
10：54
14：34
16：54
18：57

7：22
8：52
10：57
14：37
16：57
19：00

7：30
9：00
11：05
14：45
17：05
19：08

通　過
9：13
11：18
14：58
17：18
19：21

7：47
9：22
11：27
15：07
17：27
19：30

8：01
9：36
11：41
15：21
17：41
19：44

8：08
9：43
11：48
15：28
17：48
19：51

5：52
6：57
9：17
11：17
14：52
17：02
18：22

5：59
7：04
9：24
11：24
14：59
17：09
18：29

6：13
7：19
9：38
11：38
15：13
17：23
18：43

通　過
通　過
9：47
11：47
15：22
17：32
18：52

6：29
7：35
10：00
12：00
15：35
17：45
19：05

6：37
7：43
10：08
12：08
15：43
17：53
19：13

6：40
7：46
10：11
12：11
15：46
17：56
19：16

6：48
7：54
10：19
12：19
15：54
18：04
19：24

6：54
8：00
10：25
12：25
16：00
18：10
19：30

北 町
郵 便 局

磐 梯
営 業 所

北 塩 原 村
役 場

大 塩
裏磐梯温泉

ラ ビ ス パ
裏 磐 梯

道 の 駅
裏 磐 梯

裏 磐 梯
高 原 駅

五 色 沼
入 口

五 色 沼
入 口

裏 磐 梯
高 原 駅

道 の 駅
裏 磐 梯

ラ ビ ス パ
裏 磐 梯

大 塩
裏磐梯温泉

北 塩 原 村
役 場

磐 梯
営 業 所

北 町
郵 便 局

Ｊ Ｒ
喜 多 方 駅

JR
喜
多
方
駅

五
色
沼
入
口

①喜多方市や会津若松市の高等学校へ通学が可能となります。
②長峯地域から裏磐梯小学校、中学校へバス通学が可能となり
ます。
③喜多方や裏磐梯方面への通勤に利用できます。
④自家用車を持たない住民や高齢者の方が、通院や買物に利
用できます。
⑤裏磐梯地区の観光の活性化が図られます。



⑤ 広報きたしおばら

十
月
二
十
六
日
、
成
田
を
発
っ
て

チ
ュ
ー
リ
ヒ
に
着
き
、
知
事
一
行
と

落
ち
合
い
ベ
ル
ン
か
ら
車
を
汽
車
に

積
み
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
へ
入
っ
た
。

ス
イ
ス
の
リ
ゾ
ー
ト
地
ツ
ェ
ル
マ

ッ
ト
は
、
世
界
ア
ル
プ
ス
の
中
に
あ

り
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
山
（
標
高
四
、

四
七
八
メ
ー
ト
ル
）
を
背
景
に
標
高

一
、
六
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
あ

る
人
口
約
五
、
五
〇
〇
人
の
村
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
村
は
今
か
ら
一
二
〇
年
前
よ

り
自
然
と
環
境
を
守
り
な
が
ら
観
光

リ
ゾ
ー
ト
地
創
り
に
取
り
組
み
、
今

で
は
世
界
有
数
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
地

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
登
山
鉄
道
、

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
（
一
三
〇
人
乗
り
）、

地
下
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
、
標
高
三
、

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
、
八
八
三

メ
ー
ト
ル
ま
で
登
る
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
が
す
べ
て
一
二
〇
年
前
か
ら
取

り
組
ん
だ
も
の
で
す
。

三
〇
年
前
に
三
、
二
〇
〇
メ
ー
ト

ル
の
標
高
に
あ
る
ホ
テ
ル
に
下
水
道

を
引
き
、
今
で
は
下
水
道
普
及
率
一

〇
〇
％
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
又
、

四
、
四
七
八
メ
ー
ト
ル
の
マ
ッ
タ
ー

ホ
ル
ン
を
眺
め
ら
れ
る
展
望
台
が
あ

る
一
三
〇
人
乗
り
の
ゴ
ン
ド
ラ
で
登

っ
た
三
、
八
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
起
点

は
一
年
を
通
し
て
雪
と
氷
に
覆
わ
れ

る
寒
さ
の
た
め
、
合
併
浄
化
槽
が
機

能
し
な
い
。
そ
も
そ
も
水
を
使
え
ば

凍
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
ト
イ
レ

は
有
料
で
使
用
後
ボ
タ
ン
を
押
す
と

機
械
が
自
動
的
に
ビ
ニ
ー
ル
に
包
み

臭
い
の
し
な
い
ト
イ
レ
で
あ
る
。
包

ん
だ
汚
物
は
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
ふ
も

と
に
下
げ
て
処
理
さ
れ
る
。
村
内
は

電
気
自
動
車
や
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
以
外

は
乗
り
入
れ
は
で
き
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。（
参
考
ま
で
ソ
ー
ラ
ー

バ
ス
は
一
台
一
億
円
と
の
こ
と
。）
こ

の
よ
う
に
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
は
、
環
境

施
策
に
お
い
て
世
界
有
数
の
先
進
地

で
あ
り
ま
す
。

景
観
と
環
境
保
全
が
優
先
で
守
る

と
こ
ろ
は
守
り
、
直
し
整
備
す
る
と

こ
ろ
は
整
備
し
て
保
全
す
る
施
策
は

見
習
う
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

又
、
ス
イ
ス
の
風
景
を
守
る
た
め

今
日
で
は
牧
畜
農
業
は
採
算
が
合
わ

な
い
の
で
草
地
、
牧
場
に
は
村
と
観

光
局
で
補
助
を
出
し
て
農
家
を
守
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

の
中
で
夏
と
冬
の
シ
ー
ズ
ン
最
盛
期

に
は
、
一
日
当
り
約
三
万
人
が
訪
れ

宿
泊
す
る
た
め
、
水
、
電
気
の
供
給
、

交
通
整
理
な
ど
の
対
応
が
大
変
と
の

こ
と
で
し
た
。
観
光
客
は
年
間
約
一

七
〇
万
人
が
訪
れ
、
最
低
二
泊
か
ら

三
泊
す
る
た
め
宿
泊
客
は
こ
の
三
倍

か
ら
四
倍
に
も
な
る
そ
う
で
す
。
観

光
客
か
ら
は
一
泊
二
〇
〇
円
の
観
光

税
を
徴
収
し
、
年
間
百
二
〇
億
円
以

上
の
収
入
が
あ
り
、
村
は
観
光
客
の

情
報
提
供
や
遊
歩
道
の
改
善
、
環
境

整
備
な
ど
に
還
元
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
素
晴
ら
し
い
世
界
の

リ
ゾ
ー
ト
地
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
は
、
長

年
の
歴
史
と
文
化
が
あ
っ
て
創
ら
れ

た
も
の
で
日
本
が
数
年
で
創
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
日
本
も

自
然
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
の

歴
史
や
文
化
を
大
切
に
し
な
が
ら
自

然
へ
の
位
置
づ
け
を
し
、
直
す
と
こ

ろ
は
直
し
整
備
を
し
な
が
ら
整
っ
た

観
光
地
創
り
を
す
べ
き
で
、
ス
イ

ス
・
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
に
見
習
う
も
の

が
大
い
に
あ
る
と
思
う
。

一
方
、
教
育
に
つ
い
て
は
、
教
師

の
裁
量
が
大
き
く
認
め
ら
れ
、
そ
の

ク
ラ
ス
に
合
っ
た
時
間
割
り
の
決
定

や
、
机
の
配
置
ま
で
も
教
師
の
責
任

に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば

ド
イ
ツ
語
が
話
せ
な
い
子
供
に
は
、

放
課
後
の
指
導
の
時
間
を
設
定
す
る

な
ど
し
て
み
ん
な
が
同
じ
教
室
で
学

ぶ
態
勢
が
で
き
て
い
る
。

日
本
に
お
い
て
は
教
育
現
場
は
と

か
く
固
い
と
言
わ
れ
が
ち
だ
が
、
こ

こ
ス
イ
ス
・
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
の
教
育

は
地
方
分
権
も
進
ん
で
い
る
よ
う
で

日
本
教
育
の
理
想
と
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

▲ツェルマットの町並み

▲ツェルマットの観光局担当者より説明を受ける

▲環境にやさしいソーラーバス

▲ツェルマットの小学校視察より
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北
塩
原
村
第
三
次
総
合
振
興
計
画

〜
平
成
15
年
４
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
〜

【総合振興計画策定経過の概要】

平成13年４月１日

４月～７月

９月６日

11月７日

12月14日

平成14年２月18日

２月18日～３月26日

８月７日

９月５日

10月10日

10月23日

11月22日

11月25日

12月４日

12月10日

12月19日

・北塩原村総合振興計画策定を決定

・基礎調査の実施

・「北塩原村21世紀を築くアンケート」調査の実施（全世帯対象）

・追加アンケート調査の実施（若い世代から抽出、子育て関係の設問）

・「北塩原村21世紀を築くアンケート集計結果」を各世帯に配布（アンケート回収率61.0％）

・第１回総合振興計画策定会議（課題と計画大綱、基本構想部分の検討）

・第三次総合振興計画に係る住民懇談会（全集落、12会場）

・第２回総合振興計画策定会議（素案の検討）

・計画策定に係る「市町村合併に関するアンケート」調査実施（20歳以上の全村民）

・「市町村合併に関するアンケートの集計結果」を広報に掲載（回収率71.1％）

・第３回総合振興計画策定会議（素案の検討）

・第４回総合振興計画策定会議（素案の検討）

・第１回計画審議会（計画の諮問及び審議）

・第２回計画審議会（審議及びとりまとめ）

・答申（五十嵐肇計画審議会長と松崎豊副会長が高橋伝村長に答申書を提出）

・北塩原村第三次総合振興計画基本構想議決

む
ら
づ
く
り
の
基
本
は
ひ
と
づ

く
り
で
す
。
郷
土
に
誇
り
を
も
っ

て
村
の
次
代
を
担
う
こ
と
の
で
き

る
人
材
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、

子
供
か
ら
大
人
ま
で
生
活
ス
タ
イ

ル
や
価
値
観
に
応
じ
て
学
習
し
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
み
、
豊
か
な
人
と

人
と
の
出
会
い
が
で
き
る
、
心
や

さ
し
い
ひ
と
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。

本
村
に
は
、
磐
梯
朝
日
国
立
公

園
地
域
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く

の
土
地
が
自
然
の
ま
ま
保
全
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
自
然
の
価
値
を

核
と
し
て
、
豊
か
な
自
然
環
境
と

共
に
暮
ら
し
て
き
た
知
恵
を
最
大

限
に
活
か
し
た
む
ら
づ
く
り
を
、

村
民
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
進

め
、
さ
ら
に
そ
の
価
値
を
高
め
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
す
べ
て

の
村
民
が
、
健
や
か
で
、
安
心
し

て
、
い
き
い
き
と
輝
い
て
生
活
で

き
る
よ
う
、
保
健
、
医
療
、
福
祉

体
制
が
整
い
、
暮
ら
し
や
す
い
環

境
の
整
備
さ
れ
た
、
人
に
や
さ
し

い
む
ら
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
い
高
付
加
価
値

型
の
農
業
の
促
進
、
自
然
や
温
泉
、

農
業
を
生
か
し
た
「
体
験
・
滞

在
・
反
復
型
」
の
観
光
の
推
進
、

魅
力
あ
る
個
性
的
な
商
店
づ
く
り
、

若
者
の
働
く
新
た
な
地
域
産
業
の

創
出
な
ど
、
い
き
い
き
と
し
た
活

力
と
賑
わ
い
の
あ
る
む
ら
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

村
民
と
行
政
が
連
携
し
て
む
ら

づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
広

報
の
充
実
、
行
政
の
公
開
、
意

見
・
情
報
交
換
の
場
づ
く
り
、
各

種
計
画
立
案
へ
の
村
民
参
画
な
ど
、

村
民
ひ
と
り
一
人
の
意
見
が
む
ら

づ
く
り
へ
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。

村
計
画
審
議
会
長
が
村
長
に
答
申
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みみ
んん
なな
でで
考考
ええ
まま
しし
ょょ
うう

自
立

合
併

シリーズ

①

おいで下さい！
市町村合併に関する

出 前 講 座
▼
テ
ー
マ

今
、
な
ぜ
市
町
村
合
併
か
。

〜
そ
の
背
景
〜

▼
日
　
時

平
成
15
年
１
月
21
日
（
火
）

10
時
30
分
〜
正
午

▼
場
　
所

北
塩
原
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

▼
講
　
師

福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
広
域

行
政
推
進
出
前
講
座
担
当
職
員

●
当
日
、
資
料
も
用
意
い
た
し
ま

す
。ど

な
た
さ
ま
も
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。

市町村合併に関する

村村民民懇懇談談会会発発足足
庁内懇談会も

12月26日に第１回の北塩原村市町村合
併に関する村民懇談会が開かれました。
村内から16名の方々を委嘱し（別表）、

今後、月１回のペースで懇談会を開催いた
します。
委員の方々には、「村の進むべき道はど

うあるべきか」について研究、検討を重ね
ていただき、その方向性をとりまとめてい
ただきます。

市
町
村
合
併
に
関
す
る

懇
談
会
委
員

村
民
懇
談
会
委
員

庁
内
懇
談
会
委
員

◎
松
崎
　
　
　
豊

○
遠
藤
　
　
　
實

○
遠
藤
　
　
春
雄

○
小
椋
　
　
恒
男

東
條
　
　
　
録

佐
藤
　
　
　
隆

岩
田
　
　
多
吉

遠
藤
　
キ
ミ
ヨ

佐
藤
　
　
康
雄

齋
藤
　
　
大
志

佐
藤
　
　
正
義

佐
藤
　
　
佳
子

小
椋
　
　
博
之

大
森
　
　
　
一

星
　
　
　
　
学

渡
部
　
　
文
雄

◎
小
椋
　
　
敏
一

○
渡
部
　
　
和
夫

小
椋
　
　
　
渉

渡
部
　
富
美
雄

佐
藤
　
　
浩
一

井
上
　
　
　
健

小
椋
　
　
正
任

高
橋
　
　
　
淳

伊
藤
　
　
淳
一

五
十
嵐
ひ
と
み

佐
藤
　
　
　
司

猪
俣
　
　
　
学

◎
会
　
長

○
副
会
長
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生涯
こころに豊かさを

学習

マナビー
生涯学習の
シンボルマーク

ひとりがいい！ふたりもいい！
仲間が多ければもっと楽しい！
生涯学習プラン等に
こぞって、ご参加ください！

一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
パ
ソ

コ
ン
を
学
ん
で
い
た
だ
け
る
様
に
と
、

北
山
会
場
と
裏
磐
梯
会
場
に
て
11
月

５
日
か
ら
12
月
15
日
ま
で
の
長
期
間

に
渡
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ど
ち
ら

の
会
場
も
募
集
開
始
早
々
に
一
杯
に

な
り
、
益
々
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
必
要

性
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

北
山
会
場
で
は
、
初
心
者
向
け
コ

ー
ス
と
応
用
編
コ
ー
ス
を
開
催
、
ま

た
、
裏
磐
梯
会
場
で
は
、
応
用
編
コ

ー
ス
と
今
回
初
め
て
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
作
成
コ
ー
ス
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

今
回
の
講
習
会
は
、
各
コ
ー
ス
共

に
16
時
間
の
講
習
と
な
り
時
間
的
に

は
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
受
講

さ
れ
た
皆
様
か
ら
は
非
常
に
評
判
が

良
か
っ
た
よ
う
で
す
。

北
山
・
大
塩
地
区
の
方
を
対
象
に
構

造
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
２
回
に

わ
た
り
墨
絵
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
遠
藤
良
雄
先
生
を
迎
え
、
墨

絵
の
説
明
か
ら
始
ま
り
、
筆
に
墨
や
水

の
付
け
方
・
書
き
方
等
を
指
導
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
初
心
者
で
し

た
が
、
先
生
の
手
本
を
見
な
が
ら
、
松

の
木
や
枝
を
思
い
思
い
に
描
い
て
い
ま

し
た
。
参
加
し
た
方
は
「
初
め
て
や
っ

て
み
た
け
ど
、
何
と
か
う
ま
く
描
け
た
」

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

自
然
環
境
活
用
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
蕎
麦
打
ち
教
室
が
開
催
さ
れ
、
先

生
の
丁
寧
な
指
導
の
も
と
挑
戦
し
ま

し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
は
、
初
め
て

の
方
、
何
回
か
経
験
の
あ
る
方
と

様
々
で
し
た
が
、
四
苦
八
苦
し
な
が

ら
も
自
分
で
打
っ
た
蕎
麦
が
上
手
く

出
来
上
が
り
満
足
し
た
よ
う
で
し
た
。

最
後
に
、
先
生
が
打
っ
て
く
れ
た

蕎
麦
に
舌
鼓
を
し
な
が
ら
交
流
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

11
月
21
日
・
12
月
５
日
の
２
回
に

わ
た
り
、
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
佐
藤
カ
ズ
ヱ
先
生
指
導
の
も
と

編
み
籠
教
室
が
開
催
さ
れ
た
。

１
回
目
は
菓
子
入
れ
・
小
物
入
れ

等
、
２
回
目
は
籠
作
り
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
苦
労
し

な
が
ら
も
真
剣
に
取
り
組
み
す
ば
ら

し
い
出
来
栄
え
に
感
激
し
て
い
ま
し

た
。
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＜材料＞約４人分
塩鮭 ……………………2切れ
大根葉 …………………150g
塩昆布 ……………………20g
米 …………………カップ２
水(あればだし汁) ……カップ２
酒 …………………大さじ1

＜作り方＞
①塩鮭は焼いてほぐす。
②大根葉はサッと塩茹でをして小口切りにし、水気をよくきる。
③ご飯を炊く。
④ご飯に①、②を混ぜ、さらに塩昆布を加えて出来上がりです。

12月３日（火）に村保健センターで行われた熱塩加納
村・北塩原村・塩川町の食生活改善推進員合同研修会で物
江美紀子氏に教えていただいた一品をご紹介します。

（1人分のエネルギー383kcal
塩分：1.7g）

Ａ｛
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交通の確保に万全を期したいと思いますので、次
のことについてご協力をお願いします。
１．村道・歩道などの除雪作業を円滑に行うために、

路上駐車を絶対しないようお願いします。
２．除雪機械などで雪を出す場合は車道を確保するた

め、排雪場所までの運搬をお願いします。
３．各家庭で危険箇所がある場合は、赤旗等の目印を

立て表示してください。
４．除雪作業の要請等については、各地区の行政区長

を通じてご連絡ください。

今後の税額計算方法の変更（例・平成16年より農
業所得の収支計算への移行）により来年2月の確定申
告納税相談から申告支援システム（パソコン）による
受付を実施することになりました。
これは、一人当りの申告時間が今までより長くなる
事が予想され、それに伴う混雑を防ぎ、なおかつ正確
に計算する為のものです。
しかし、パソコンは、衝撃や寒さ、温度変化に弱
く、今までのように各地区の集会所を申告会場にする
ことが困難になりました。

を予定しています。寒い時期、移動距離が増えます
が、趣旨をご理解のうえ、ご協力よろしくお願いいた
します。
詳しくは、住民生活課税務係までお問い合わせくだ
さい。

金
山
　
　
澤
田
弥
子

大
塩
　
　
赤
城
セ
イ
子

剣
ヶ
峯
　
佐
藤
ト
メ

大
久
保
　
冨
田
供
子

剣
ヶ
峯
　
吉
田
博
子

下
川
前
　
赤
城
キ
ヨ

大
塩
　
　
穴
澤
エ
ミ
子

下
川
前
　
星
保
美
子

上
川
前
　
斉
藤
冨
子

剣
ヶ
峯
　
斎
藤
ト
シ
子

下
川
前
　
星
ミ
サ
子

桧
原
　
　
佐
々
木
キ
ミ
子

大
塩
　
　
高
橋
郁
子

北
山
　
　
武
藤
サ
ツ

曽
原
　
　
大
森
カ
ツ
子

大
塩
　
　
渡
部
豊
子

大
塩
　
　
高
橋
末
義

狐
鷹
森
　
宮
野
玉
枝

大
久
保
　
鈴
木
君
恵

大
塩
　
　
五
十
嵐
良
子

桧
原
　
　
伊
藤
喜
代
志

上
川
前
　
大
竹
英
子

大
塩
　
　
阿
部
麻
子

剣
ヶ
峯
　
阿
部
久
仁
於

高
畑
か
お
り

佐
藤
宣
子

山
本
由
江

内
海
怜
子

中
川
意
子

千
葉
達
子

北塩原村の文芸活動は、会津の
歌壇、俳壇に大きな足跡を刻み
つつあります。



村
で
は
、
有
用
な
人
材
を
育
成
す

る
目
的
で
育
英
事
業
（
奨
学
金
制
度
）

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
15
年
度
奨
学
生
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

▼
応
　
　
募

平
成
15
年
度
よ
り
高
等
学
校
・
専

門
学
校
及
び
大
学
（
短
期
大
学
含
む
）

に
進
学
予
定
者
（
在
学
中
も
含
む
）

で
成
績
優
良
か
つ
学
費
等
の
支
出
が

困
難
な
方
。

▼
募
集
人
員
　
５
名
程
度

▼
受
付
期
間

▼
必
要
書
類

◎
奨
学
生
願
書

◎
奨
学
生
推
薦
書

◎
健
康
診
断
書

◎
成
績
証
明
書

◎
収
入
に
関
す
る
証
明

◎
住
民
登
録
証
明

▼
問
い
合
わ
せ
先

北
塩
原
村
教
育
委
員
会
教
育
課

23
・
１
３
３
３

１
月
15
日
（
水
）か
ら

２
月
28
日
（
金
）ま
で

福島県の最低賃金が、次の表のとおり改正されました。

◆福島県内の事業場で使用されるすべての労働者（パート
タイマー、アルバイト等を含む）に適用されます。
◆精皆勤手当、通勤手当、家族手当、時間外・休日・深夜
手当、１ヶ月を越える期間毎に支払われる賃金は算入さ
れません。
◆産業別最低賃金の一部に適用除外業種があります。
詳しくは、福島労働局賃金室（ ０２４・５３６・４６０４）
又は、お近くの労働基準監督署にお訪ねください。

最低賃金（産業）名
最低賃金額

１　日 １時間
時間額に
一本化

610円

効力発生月日

１４．１０． １

5,704円 713円 １４．１１．２７

5,386円 674円 １４．１２． １

5,656円 708円 １４．１２． １
5,616円 702円 １４．１１．２６
5,608円 701円 １４．１２． ９

福 島 県 最 低 賃 金
（下記５産業を除く全産業）
非 鉄 金 属 製 造 業
電気機械器具製造業
情報通信機械器具製 造業
電子・デバイス製造業
輸送用機械器具製造業
精密機械器具製造業
自 動 車 小 売 業

※併せて平成15年４月から、これまで県が行っていた知的障害
者福祉の施設支援・居宅支援及び障害児童の短期入所事業を
村が行うことになり、福祉サービスをより利用しやすくなり
ます。

■問い合わせ先
役場住民生活課住民生活係　 23－3111（内線321）

●１支援費制度とは ●４サービス利用の手続き

●２措置制度と支援費制度の違い

●３支援費制度の対象となるサービス

支援費制度とは、障害のある方（身体障害者・知的障害者・
知的障害児）が自分で決定することを尊重し、利用者本位のサ
ービスの提供を基本として、事業者との対等な関係に基づき、
障害のある方が自分でサービスを選択し、契約によりサービス
を利用する仕組みです。

・ 居宅生活支援サービス
（訪問介護・通所介護･グループホーム）

・ 施設訓練支援サービス
（更生施設・授産施設・療護施設・知的障害者通勤寮等）

◎措置制度（いままで）
措置権者（県や村）が、

対象者の意向やニーズを
判断して、サービスの提
供先を決定する。

◎支援費制度（これから）
利用者が村から支援費

支給決定を受けた後、事
業者・施設を自ら選択し、
契約によってサービスを利
用する。

▼
申
請
種
別

建
設
工
事
、
測
量
等
、
物
品
購
入

（
修
繕
）
等

▼
資
格
の
有
効
期
間

平
成
15
年
４
月
１
日
か
ら
　
　

平
成
17
年
３
月
31
日
ま
で

▼
受
付
期
間

平
成
15
年
２
月
１
日
か
ら

２
月
28
日
ま
で
（
土
、

日
曜
日
及
び
祝
日

を
除
く
）

▼
提
出
書
類

建
設
工
事
、
測
量
等
は

「
福
島
県
様
式
」、
物
品

購
入
（
修
繕
）
等
は
「
村

指
定
様
式
」
で
、
い
ず
れ
も
Ａ
４
判

フ
ァ
イ
ル
綴
じ
。
こ
の
ほ
か
添
付
書

類
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
付
要
領
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
付
要
領
及
び
様
式
は
、

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

▼
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
総
務
係

23
・
３
１
１
１
（
内
線
１
１
１
）

i n f o r m a t i o ni n f o r m a t i o n

よも やま

情報
よも やま

情報

⑬ 広報きたしおばら
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昨年の4月から長野県・菅平から裏磐梯
に越してきました。出身は東京の高井戸な
んですが、昔からペンション経営をしたい
と思っていたんで、学生時代の先輩が菅平
でペンションを経営していたこともあり、
そこへ「ペンション修行」に行っていたん
です。
何年か修行をして、そろそろ自分でも経営

してみようということで裏磐梯に来ました。裏磐
梯は自然が豊かすぎるほどで（笑）。景色もいいし。
水のある環境が大好きなので、きれいな湖や沼、川な
どの水辺がたくさんあるのでここに決めました。水辺
って、なんか落ち着くんですよ。

雪はかなり積もると聞いてはいたんですが…。
ここまで降るとは思いませんでした。雪と友
達にならないとだめですね（笑）。
今年は生まれて初めて「ワカサギ釣り」を

しました。結構釣れると思っていたのです
が、なかなかシビアで（笑）。からあげにして
食べるとほんっとおいしいですよね。
地元にいる方々もほんとに親切にしてくれる

ので、とても楽しく毎日過ごしています。地区の行
事には積極的に参加していきたいです。
これからは、エコガイドの勉強をしてみたいと思って
ます。もっと自然に関して詳しくなり、裏磐梯の自然を
知りつくしたいです。

三ツ巻　方史さん （剣ケ峯）

裏磐梯の自然を　　　　　知りつくしたい
第25回

今
月
の
納
税
な
ど

今
月
の
行
政
相
談

お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

１
月
27
日
（
月
）

桧
原
出
張
所

34
―
２
０
０
４

行
政
相
談
委
員
　
　
　
遠
藤
聖
一
郎

国
民
健
康
保
険
税
　
　
　
　
６
期
分

介
護
保
険
料
　
　
　
　
　
　
６
期
分

上
下
水
道
使
用
料
　
　
　
　
12
月
分

国
民
年
金
　
　
　
　
　
　
　
１
月
分

固
定
資
産
税
　
　
　
　
　
　
４
期
分

村
県
民
税
　
　
　
　
　
　
　
４
期
分

国
民
健
康
保
険
税
　
　
　
　
５
期
分

介
護
保
険
料
　
　
　
　
　
　
５
期
分

上
下
水
道
使
用
料
　
　
　
　
11
月
分

国
民
年
金
　
　
　
　
　
　
　
12
月
分

下
水
道
受
益
者
分
担
金
　
　
３
期
分

休日当番医

医療生協　きたかた診療所… 23 - 3611
猪俣医院…………… 22 - 0264

君島クリニック… 24 - 5800
市役所前の診療室　大竹内科… 22 - 0241

斎藤医院…………… 22 - 0212
高橋小児クリニック…… 25 - 7066

第二次救急当番医

入 澤 病 院…………
佐 原 病 院…………

22 - 0267
22 - 5321

小 野 病 院………… 22 - 0414
鳴 瀬 病 院………… 24 - 3333
有 隣 病 院………… 24 - 5021

有 隣 病 院………… 24 - 5021

県立喜多方病院…… 22 - 2181

第２次救急当番医は、休日・夜間に入院治療を必
要とする重症患者の救急医療体制です。

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

遠
藤
フ
ク
イ
（
義
広
・
母
）
桧
　
原

遠
藤
ト
シ
子
（
圭
長
・
叔
母
）
大
塩
中
区

農林・観光課　大竹　雄三

お
誕
生
お
め
で
と
う
！
《
12
月
》

杉
本
　
愛
梨

あ
い
り

哲

大
塩
上
区

・

・

赤
ち
ゃ
ん
の
名
前

・
保
護
者
名
・

地
区
名

人　事　異　動（平成15年１月１日付）

○ 佐藤　主善【新】保健センター所長
兼社会福祉協議会総括

【旧】企画調整課課長
○ 佐藤　浩一【新】企画調整課課長心得

兼企画調整係長
【旧】企画調整課課長補佐

兼企画調整係長
○ 鈴木美智子【新】企画調整課企画調整係主査

【旧】農林・観光課観光係主査

※ホームページアドレス（旧）http://www.mwnet.or.jp/̃kts-vill/ (新）http://www.vill.kitashiobara.fukushima.jp
※メールアドレス（旧）kts-vill@mwnet.or.jp （新）info@vill.kitashiobara.fukushima.jp


